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平成１４年７月30日 

各  位 
                                                         

会社名   ジェコー株式会社 

代表者名 取締役社長 伊藤重彦 

（コード番号7768 東証第２部） 

問合せ先 取締役経営管理部長 坂田創一  

(TEL  ０４８―５５６―７１１１)  

固定資産の譲渡並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成１４年７月３０日開催の臨時取締役会において、下記のとおり固定資産の譲渡を決議

いたしましたので、お知らせいたしますとともに、平成１４年５月２２日の決算発表時に公表した

平成１４年度業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

Ⅰ.固定資産の譲渡 

１. 譲渡の理由 

玉川事業所を、生産効率向上のため本社工場に集約、閉鎖し、事業所閉鎖後の不動産について、財

務体質強化のため譲渡するものであります。 

 

２. 譲渡資産の内容 

資産の内容および所在地 帳簿価格 譲渡価格 現況 

所在  川崎市高津区久地７９０ 

土 地 ７，３９８㎡(公簿) 

建 物 ６，７１２㎡(公簿)   

 

９５百万円 

 

１，４８６百万円 

 

  玉川事業所 

 

３.譲渡先の概要 

譲渡先は、近藤産業株式会社および株式会社リクルートコスモスであります。 

 

両社の概要は次のとおりです。 

商 号 近藤産業株式会社 

本 店 所 在 地 大阪府守口市京阪本通２丁目１０番６号 

代 表 者 近藤 光吉 

資 本 の 額 １億２千万円 

主 な 事 業 の 内 容 不動産業 

当 社 と の 関 係 なし 

 



２ 

商 号 株式会社リクルートコスモス 

本 店 所 在 地 東京都港区海岸３－９－１５ 

代 表 者 重田 里志 

資 本 の 額 ３５２億３８百万円 

主 な 事 業 の 内 容 不動産業 

当 社 と の 関 係 なし 

 

 

 

４.譲渡の日程 

  平成１４年７月３０日     取締役会決議 

  平成１４年７月３０日     不動産売買契約書締結 

  平成１４年８月３０日     物件引渡し 

 

５.今後の見通し 

  業績への影響は、「Ⅱ.業績予想の修正」に記載のとおりであります。 

 

Ⅱ.業績予想の修正 

１.１５年３月期中間業績予想数値の修正(平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日) 

（単位：百万円､％） 

     売上高   経常利益  当期純利益 

  前回発表予想（Ａ） 

(平成１４年５月２２日発表) 
8,900 80 20 

  今回修正予想（Ｂ） 8,900 90 780 

   増減額（Ｂ－Ａ） 0 10 760 

     増減率 0.0         12.5 3800.0 

前期(平成１４年３月中間期)実績 9,356 -139 -118 

 

２.１５年３月期連結中間業績予想数値の修正(平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日) 

（単位：百万円､％） 

    売上高   経常利益  当期純利益 

  前回発表予想（Ａ） 

(平成１４年５月２２日発表) 
9,100 40 0 

  今回修正予想（Ｂ） 9,100 50 760 

   増減額（Ｂ－Ａ） 0 10 760 

     増減率 0.0        25.0        － 

前期(平成１４年３月中間期)実績 9,581 -202 -159 



３ 

３.１５年３月期通期業績予想数値の修正(平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日) 

（単位：百万円､％） 

    売上高   経常利益  当期純利益 

  前回発表予想（Ａ） 

(平成１４年５月２２日発表) 
18,000 320 760 

  今回修正予想（Ｂ） 18,000 340 880 

   増減額（Ｂ－Ａ） 0 20 120 

     増減率 0.0 6.3       15.8 

前期(平成１４年３月期)実績 18,426 -181 -315 

 

４.１５年３月期連結通期業績予想数値の修正(平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日) 

（単位：百万円､％） 

    売上高   経常利益  当期純利益 

  前回発表予想（Ａ） 

(平成１４年５月２２日発表) 
18,400 300 750 

  今回修正予想（Ｂ） 18,400 320 870 

   増減額（Ｂ－Ａ） 0 20 120 

     増減率 0.0      6.7 16.0 

前期(平成１４年３月期)実績 20,087 -223 -812 

 

５.理    由 

 平成１４年度下半期で見込んでおりました固定資産の売却を、上半期に実施することとなったことお

よび売却益の特別利益計上額が約１２億８千万円となる見込みであることにより、業績予想を修正する

ものであります。 

 

以上 

 


